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　5月1日は五月晴れ。下条地区の皆さんが、オリエンテ

ーリングコースのポスト設置作業に汗を流しました。

　『オリエンテーリング』一聞きなれない言葉かもしれ

ませんが、　『O　L』と呼ばれ、世界的に流行している野外

スポーツです。このオリエンテーリングコースが、下条地

内に『十日町・下条OLパーマネントコース』として間も

なく完成します。同コースは、　「雪を克服し、若者の定住

するコミュニティタウン下条をつくろう」を合い言葉に始

まった、下条地区のまちづくりを目ざす「バイタリティ事

業」計画の中で生まれたものです。

　O　Lとはどんなスポーツなのか、また同コースが完成す

るまでの経過はどんなだったのか、2～3鋤で紹介します。
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一ツ、ス

まちづくそして

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
事
業
で
ま
ち
づ
く
り

　
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
事
業
と
は
、
県
内
各

地
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
新

潟
県
独
自
の
制
度
（
市
町
村
が
事
業
費

に
対
し
て
優
利
な
貸
し
付
け
を
受
け
ら

れ
る
）
で
、
毎
年
度
三
地
区
が
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
事
業
実
施
地
区
に
決
め
ら
れ
、

三
力
年
度
で
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
下
条
地
区
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
六

月
に
地
区
の
将
来
像
を
考
え
る
「
下
条

を
考
え
る
会
」
が
発
足
し
、
下
条
地
区

振
興
会
の
依
頼
を
受
け
て
青
写
真
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
同
年
九
月
に

は
「
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
事
業
推
進
会
議
」

を
組
織
し
、
先
進
地
視
察
を
行
い
な
が
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や
き
　
ロ欝

b冒・

、
・
灘
欝
簗
難 　　　　　ズ

0乙コースの

シンボ／レマークです

ら
、
考
え
る
会
の
青
写
真
に
肉
づ
け
を

し
て
、
　
「
雪
を
克
服
し
、
若
者
の
定
住

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
下
条
を
つ

く
ろ
う
」
を
合
い
言
葉
に
し
た
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
事
業
計
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
の
内
容
、
ま
た
地
区
の
事

業
に
向
け
て
の
熱
意
が
認
め
ら
れ
、
昭

和
五
十
八
年
度
の
実
施
地
区
に
決
ま
り

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
年
度

に
は
東
下
組
運
動
広
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
）
、
五
十

九
年
度
に
は
神
明
公
園
（
ミ
ニ
ゴ
ル
フ

場
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
）
、
六
十
年
度

に
は
中
峰
ス
キ
ー
場
（
ロ
ッ
ジ
中
峰
）

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
施
設
は
市
の
施
設
で
す
が
、

十
分
に
活
用
し
よ
う
と
維
理
管
理
は
地

区
に
任
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
下
組
広

場
は
東
下
組
地
区
振
興
会
が
、
神
明
公

園
と
中
峰
ス
キ
ー
場
は
こ
の
周
辺
を
下

条
中
央
公
園
と
名
づ
け
て
、
下
条
中
央

公
園
管
理
運
営
組
合
が
責
任
を
も
っ
た

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
公
園
の
各
施
設
の
利
用
状
況
は
、

地
区
ぐ
る
み
の
P
R
、
ま
た
楽
し
い
企

画
に
よ
り
年
々
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

　
O
L
コ
ー
ス
も
当
初
か
ら
の
計
画
の

一
つ
で
、
地
区
の
点
々
を
線
で
結
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
地
区
内
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
公
園
を
よ
り
利
用
し

て
も
ら
う
役
目
を
も
っ
て
い
ま
す
。

作
業
は
地
区
と
県
協
会
の
共
同
作
業

　
O
L
コ
ー
ス
づ
く
り
は
六
十
一
年
秋

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
潟
県
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
協
会
の
全
面
的
な
協

力
を
得
て
、
コ
ー
ス
設
定
や
現
地
調
査
、

地
図
作
成
の
作
業
を
進
め
、
仕
上
げ
の

段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
一
番
大
変
な
作
業
は
地
図
作
成
の
た

め
の
現
地
調
査
で
し
た
。
県
協
会
と
新

潟
大
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

が
十
回
、
の
べ
五
十
人
の
皆
さ
ん
が
、

下
条
地
区
の
人
た
ち
の
案
内
で
コ
ー
ス

周
辺
を
歩
き
回
り
ま
し
た
。

　
完
成
後
の
O
L
コ
ー
ス
の
維
持
管
理

は
「
十
日
町
・
下
条
コ
ー
ス
設
置
推
進

委
員
会
」
が
当
た
り
ま
す
。
委
員
は
下

条
地
区
振
興
会
観
光
部
会
と
下
条
中
央

公
園
管
理
運
営
組
合
な
ど
か
ら
選
ば
れ

た
皆
さ
ん
で
す
。
咋
年
、
七
人
が
O
L

三
級
指
導
員
の
資
格
を
取
り
、
コ
ー
ス

の
管
理
や
愛
好
者
の
育
成
、
各
種
大
会

の
開
催
な
ど
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
調
査
や
地
図
作
成
、
ポ
ス
ト
、

コ
ン
パ
ス
の
購
入
な
ど
の
費
用
は
、
地

区
や
県
協
会
の
皆
さ
ん
の
奉
仕
活
動
と

地
区
の
負
担
金
、
市
か
ら
の
補
助
金
で

賄
い
ま
し
た
。

下
条
そ
し
て
市
全
体
の
財
産

羅

丸山亮一さん
（墨葺養設置推嬢瀞

　
長
年
の
計
画
が
よ
う
や
く
実
現
し
ま

す
。
こ
の
コ
ー
ス
も
、
下
条
地
区
そ
し
て

市
全
体
の
財
産
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
地
域
を
よ
く
し
た
い
と
の

思
い
で
始
ま
っ
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
事
業

で
す
が
、
み
ん
な
の
力
が
集
ま
れ
ば
で

き
る
ん
だ
と
い
う
、
ま
ち
づ
く
り
の
一

つ
の
見
本
に
な
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

反
面
、
コ
ー
ス
を
守
り
、
愛
好
者
を
育

て
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

眺
望
が
す
ば
ら
し
い
コ
ー
ス
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灘
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地
図
作
成
の
調
査
で
何
度
か
お
邪
魔

し
ま
し
た
。
起
伏
が
あ
り
ま
す
か
ら
眺

望
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す
。
マ
ニ
ア

に
自
慢
で
き
ま
す
ね
。
来
て
感
じ
た
こ

と
は
地
元
の
人
が
実
に
熱
心
な
こ
と
と
、

地
元
と
行
政
が
う
ま
く
か
み
あ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
完
成
。
次
の
課

題
は
コ
ー
ス
管
理
で
す
。
手
入
れ
が
よ

け
れ
ば
ロ
コ
ミ
で
マ
ニ
ア
は
来
ま
す
ね
。
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懸
灘

　
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
（
○
ユ
①
葺
①
零

　
営
α
Q
）
は
ド
イ
ツ
語
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

鹸
、
繧
灘
灘
欝
礫
驚
，

闘麗難
・
　
　
　
O
L
と
は
：
・

聾

ン
グ
ラ
ウ
フ
（
○
ユ
①
昌
δ
霊
コ
α
q
ω
『
亀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
い
、
方
向
を
定
め
て
（
○
ユ
窪
試
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胃
雲
）
、
走
る
（
［
窪
協
）
の
合
成
語
で
、

こ
の
二
つ
の
頭
文
字
を
と
っ
て
国
際
的

に
は
O
L
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
O
L
の
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

自
然
の
中
で
方
向
を
定
め
て
走
る
と
こ

ろ
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
り
、
大
人
も
子

ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
さ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
持
ち
も
の
は
「
地
図
」
と
「
コ
ン
パ

ス
（
方
位
磁
石
）
」
で
す
。
地
図
に
示
さ

れ
た
ポ
ス
ト
を
、
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て

方
向
や
距
離
を
測
り
、
そ
し
て
探
し
な

が
ら
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。
日
本
で
は
次
の

形
式
で
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
①
ポ
イ
ン
ト
O
L
i
地
図
に
指
定

さ
れ
た
全
ポ
ス
ト
を
順
番
に
通
過
し
、

早
く
ゴ
ー
ル
す
る
。

　
②
ス
コ
ア
O
L
l
制
限
時
間
内
に

ポ
ス
ト
の
配
点
を
考
え
な
が
ら
、
多
く

の
点
数
を
集
め
て
ゴ
ー
ル
す
る
。

　
③
ラ
イ
ン
O
L
ー
地
図
に
指
定
さ

れ
た
コ
ー
ス
を
た
ど
り
、
コ
ー
ス
の
全

ポ
ス
ト
を
通
過
し
、
早
く
ゴ
ー
ル
す
る
。

　
組
織
と
し
て
は
全
国
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
委
員
会
が
あ
り
、
都
道
府
県
に

各
協
会
（
委
員
会
）
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
は
記
念
大
会
の
6
月
5
日

　
『
十
日
町
・
下
条
O
L
パ
ー
マ
ネ
ン

ト
コ
ー
ス
』
は
、
左
の
記
念
大
会
が
開

か
れ
る
六
月
五
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
実

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
コ
ー
ス
と
は
、
常
設
さ

れ
た
コ
ー
ス
の
こ
と
で
、
左
の
写
真
の

固
定
ポ
ス
ト
を
設
置
し
た
ポ
イ
ン
ト
O

L
（
上
の
「
O
」
と
は
…
」
の
①
）
の

コ
ー
ス
で
、
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
全
国
で
七
百
二
十
九
番

　灘

羅　　・　　・や

　　I　　I

鰹
　甲　F　　』　，　r　■　『　　　　　　　『　■　　　　　　　■　，　　　　　　　　　甲　，

　ロ　．

黛

顧篠，蒲護，輩．鴛麟姦

目
、
県
下
十
二
番
目
の
公
認
コ
ー
ス
で

す
。
利
用
方
法
と
特
徴
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
コ
ー
ス
の
利
用
方
法
は

①
下
条
地
区
公
民
館
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
…
…
一
二
百
円
（
中
学
生
以
下
は

百
円
）
で
地
図
を
買
い
ま
す
。
コ
ン
パ

ス
の
な
い
人
は
貸
し
て
も
ら
え
ま
す
。

公
民
館
前
の
O
L
看
板
の
案
内
を
読
ん

で
か
ら
、
看
板
の
地
図
を
見
て
、
買
っ

た
地
図
に
ポ
ス
ト
の
位
置
を
写
し
ま
す
。

②
さ
あ
、
ス
タ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い

（
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
は
公
民
館
で
す
）

…
…
コ
ー
ス
途
中
の
ポ
ス
ト
は
十
本
、

距
離
は
約
十
キ
。
で
す
。
地
図
と
コ
ン
パ

ス
を
よ
く
見
な
が
ら
、
無
理
を
せ
ず
ポ

ス
ト
を
目
ざ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
服
装
は
…
…
ハ
イ
キ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
で
、
は
き
慣
、
れ
た
靴
が
一
番
で
す
。

　
＊
約
束
は
・
…
・
①
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る

②
火
に
注
意
す
る
③
ポ
ス
ト
を
か
ま
わ

な
い
④
作
物
を
荒
さ
な
い
。

顕繍i＝灘i蹴i

　
コ
ー
ス
の
特
徴
は

　
民
謡
の
ふ
る
さ
と
ー
新
保
広
大
寺
、

蚕
業
（
産
業
）
の
守
り
神
ー
中
峰
神
社
、

学
問
の
神
様
ー
原
の
天
満
宮
、
県
下
初

の
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
1
1
下
条
中
央
公
園
な

ど
が
あ
り
、
ま
た
野
鳥
の
さ
え
ず
り
、

野
仏
、
草
花
で
心
が
和
む
コ
ー
ス
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窮

主　　催　新潟県跡リ王ンテーリンダ協会、十臼町市

主　　管　十圏駆・下条コース設置推進委藁会

期　　日　6月5日㈱　※雨天決行です。

〉午前9時～窪0臆1受け付け、初心者講習会網0時

1開会式醐0時30分：スタート糖午後刻時：閉会式

集合場所　下条地区公民館

競技種目　くトリム・一・欄組3－5人。2人以下、6

人以上はオープン参加となり入賞の対象になりませ

ん。コースは3～5團＞①小学生男子㊧小学生女子

③中学生④一般

く個　人一一H：男子、D：女子、A：経験豊富な

人．B：経験中位な人、N　l初心者〉　①HA6臨

②H　B5蘭⑥DA5㎞④D　B4織⑤N4繍

※コンパスは先着順で貸し出します。

競技形式　J　O　L　Cが定める「臼本オリエンテーリン

グ実施墓準」に準じて行います。

参加料　　〈卜馴ム〉小・中学生100円、一般200円

〈個　人＞小・中学生300円、一般600円

※傷害保険料を含んだり入の金額です。当日に納入

してください。

表　　彰　トリム・個入とも各クラスq～3位を表彰

します。参加者全員に参鯛賞があります。

申し込み　5局27臼働までに下条地区公民館（盈55－

2004）内「十日町・下条コースオープン記念大会係」

へ。当臼の申し込みもできます。

i窪鯉総瞭難鱗臓鞘騰難琵雛匠繍撒綜庶聴鵬※鰻繍1贈購粥醐婁撒i巽鵬i講尋き簾羅購職き畷斑蔽麟i齢i凝醤脚灘・鱗窪繍。灘繊嚢躍囎i辮輩屠；蓋醐多彊雲籔震欝舘彊灘駈読聯＝審灘竃：菱：i≦麟舞縦鰹…礁喫離㌶

鍛
練
や
会
話
等
の
手
軽
な
場

根津明子さん
（塁報ぎ『シ晶灘

　
キ
ャ
ン
プ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
い
ろ
ん
な
所
に
お
手
伝
い
に
行
き

ま
す
が
、
大
人
も
子
ど
も
も
長
い
時
間

立
っ
て
い
る
こ
と
が
つ
ら
そ
う
で
す
ね
。

車
社
会
だ
と
一
言
で
片
づ
け
ら
れ
な
い

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
常
設
の
コ
ー
ス

で
す
か
ら
い
つ
で
も
行
け
ま
す
。
足
腰

の
鍛
練
、
親
子
の
会
話
の
場
に
利
用
で

き
る
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。

挑
戦
し
よ
う
と
友
達
と
約
束

ん
）

く
生

　
年

剛
6
根

正
校

　
学

山
小
山

宮
條

ト
（

ノ

　
お
父
さ
ん
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

コ
ー
ス
が
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
三

年
生
夏
休
み
の
「
下
条
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」

で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
が
あ
り
ま
し

た
。
地
図
を
見
な
が
ら
夢
中
で
目
的
地

を
さ
が
し
ま
し
た
。
宝
さ
が
し
み
た
い

で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
コ
ー
ス

の
十
キ
。
は
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
で
鍛
え
た

か
ら
自
信
が
あ
り
ま
す
。
挑
戦
し
よ
う

と
、
友
達
と
も
う
約
束
し
て
い
ま
す
。

3と・おガ言3昭和63年5月10日



l

難麟
魁

（上）遺跡ひろばの全景です

（右）奈良時代の復元住

居、中は半地下式でカ

マドなどがあります

鐵

　
博
物
館
前
の
「
遺
跡
ひ
ろ
ば
」

が
雪
消
え
後
の
整
備
も
終
わ
り
、

今
月
中
旬
に
は
利
用
で
き
る
よ

歴
史
に
ふ
れ
る
「
遺
跡
ひ
ろ
ば
」
が
完
成

う
に
な
り
ま
す
。

　
遺
跡
ひ
ろ
ば
は
、
国
土
庁
の

補
助
事
業
「
花
と
緑
の
都
市
モ

デ
ル
地
区
整
備
事
業
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
緑
化

推
進
運
動
の
一
つ
で
、
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
特
色
の
あ
る
緑

化
を
進
め
る
と
と
も
に
休
憩
施

設
な
ど
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

事
業
期
間
は
四
年
間
で
初
年
度

は
計
画
づ
く
り
、
二
年
度
以
降

三
年
間
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
当
市
は
昭
和
六
十
年
度
に
計

画
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
十
日

町
の
風
土
、
歴
史
、
文
化
の
特

色
を
生
か
し
た
広
場
づ
く
り
で

す
。
六
十
一
年
度
は
博
物
館
脇

に
風
土
を
生
か
し
た
「
郷
土
植

物
園
」
　
六
十
二
年
度
が
歴
史

を
生
か
し
た
「
遺
跡
ひ
ろ
ば
」

そ
し
て
今
年
度
は
ク
ロ
ス
ー
0
前

に
文
化
を
生
か
し
た
「
き
も
の

広
場
」
を
整
備
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
ひ
ろ
ば
は
、
市
内
で
相

次
い
で
発
見
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
遺
跡
や
遺
構
を
実
際
に
見
て

ふ
れ
て
、
も
っ
と
よ
く
理
解
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
広
さ
は
約
三
千
平
方
麿
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
あ
な

奈
良
時
代
の
復
元
住
居
（
堅
穴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
げ
ゆ
へ
つ
キ
　
レ
タ
　
ア
レ

住
居
）
、
古
墳
時
代
の
住
居
量
、

　
　
　
　
　
じ
ょ
う
も
ん

原
始
の
森
、
縄
文
時
代
の
住
居

　
　
は
い
せ
き
ぼ
　
　
り
っ
せ
キ
」
　
　
　
　
　
　
ば

堀
、
配
石
墓
、
立
石
遺
構
、
馬

て
い
け
い

蹄
形
の
集
落
を
模
し
た
広
場
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
奈
良
時
代
の
復
元
住
居
と
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
　
ば
か
み

墳
時
代
の
住
居
趾
は
、
馬
場
上

遺
跡
（
博
物
館
か
ら
西
小
学
校

に
か
け
て
の
一
帯
に
営
ま
れ
て

い
ま
し
た
）
か
ら
発
見
さ
れ
た

遺
構
を
も
と
に
復
元
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
祖
先
の
暮
ら
し
に
ふ
れ
る
学

習
の
場
と
し
て
、
ま
た
憩
い
の

場
と
し
て
、
見
学
に
散
歩
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

八
箇
小
と
飛
二
小
、
よ
ろ
こ
び
の
竣
工
式

　
小
・
中
学
校
建
設
は
年
次
計

画
で
進
め
て
い
ま
す
。
昭
和
六

十
二
年
度
は
八
箇
小
学
校
校
舎

（
普
通
教
室
、
音
楽
室
、
理
科

室
、
図
書
室
ほ
か
）
・
体
育
館
、

飛
渡
第
二
小
学
校
校
舎
（
給
食

室
、
図
書
室
ほ
か
）
・
体
育
館
、

吉
田
小
学
校
体
育
館
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
完
成
を
祝
い
四
月
二
十
三
日

に
は
八
箇
小
で
、
三
十
日
に
は

飛
二
小
で
児
童
を
は
じ
め
関
係

者
が
出
席
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
箇
小
は
工
事
費
二
億
四
千

万
円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
三
階
建
て
、
一
∴
一
階
を
校

舎
、
三
階
を
体
育
館
と
し
た
市

内
で
は
初
め
て
の
構
造
で
す
。

狭
い
校
庭
の
有
効
利
用
を
考
え

た
も
の
で
す
。
一
階
は
音
楽
室
、

理
科
室
な
ど
の
特
別
教
室
。
二

階
に
普
通
教
室
、
ま
た
全
校
集

会
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る

プ
レ
ー
ル
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
児
童
玄
関
な
ど
は
二

階
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
飛
二
小
は
工
事
費
一

億
二
百
万
円
。
給
食
室
は
最
新

の
設
備
を
備
え
、
自
校
方
式
の

米
飯
給
食
が
よ
り
充
実
さ
れ
ま

す
。　

今
年
度
は
鐙
島
小
学
校
校
舎
、

水
沢
中
学
校
校
舎
（
六
十
四
年

度
ま
で
の
ニ
カ
年
）
の
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

／
ノ

　　　　麹灘繋

覇、，囎難

　懸　　華、
撒難灘　　翻鰹灘一　鍵難撚灘轍

鼎・灘欝瀟灘麟灘購辮磯　漏　　　　　　　　　嚢灘灘縫

　　　　八箇小学校、外観もモダンな校舎です

撒
．
撒

飛渡第二小学校、ゆったり広い体育館です
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山
を
緑
に
、

財
産
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
　
「
森
林
総
合
整
備
事
業
」

　
当
市
は
「
森
林
総
合
整
備
事

業
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
林
業
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
を
、

国
が
「
林
業
振
興
地
域
」
に
指

定
し
、
高
率
の
補
助
金
を
交
付

　
剛

　
位

　
単

　
（

　
り

　
た

　
当

　
　

　
歩

　
反

　
q

　
％

　
1森林総合整備事業

し
て
林
業
を
育
て
る
も
の
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
六
十
三

年
度
ま
で
市
内
全
域
が
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
緑
あ
ふ
れ
る
山
林
は
、
将
来

の
財
産
づ
く
り
を
は
じ
め
、
洪

項　目 条　　　件 対象繭積 対象林齢 概算事業費 予定補助金

造
　
林
　
（
新
植
）

普　通

造　林

雑木林（平坦地または

20度以下の斜面）
1施工地

10飢1反

歩）以上

86，000～

　89，000

36，000～

　62，000

原野（平坦地または20

度以下の斜面）

67，000～

　69，000

27，000～

　48，000

階　段

造　林

斜面（20度以上）ブル

ドーザー施工

105，000～

　107，000

63，000～

　90，000

育
　
　
　
　
林

下刈り 雑草木の全面刈払い

1施工地

10a（1反

歩）以上

1～

10年生

8，400
4，200～

　6，500

下刈り、

施　肥

雑草木の全面刈払い

森林肥料（1袋施肥）
12，100

4，200～

　6，500

除間伐 成立本数の10％以上間伐
11～

25年生
13，400

4，500～

　6，900

雪　起

こ　し

成立本数の30％以上を

起こす（縄起こし）

6～

25年生

15年生
50％起こし

　15，500

5，700～

　8，900

作業路開設
造林および除間伐に必

要な場合

3ha（3町歩）以

上の施業が必要

3・o暫m 2，0暫m

山
火
事
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
／

水
や
土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
、
地
下

水
を
蓄
え
る
、
ま
た
森
林
浴
で

の
健
康
づ
く
り
な
ど
、
大
切
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
が
最
後
で
す
。
左
表

の
有
利
な
補
助
制
度
で
、
豊
か

な
”
緑
”
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
育
林
は
五
月
三

十
一
日
㈹
ま
で
、
造
林
（
新
植
）

は
九
月
三
十
日
㈹
ま
で
に
十
日

町
森
林
組
合
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
林
政

農
災
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内

線
謝
）
か
森
林
組
合
（
盈
5
8
－

3
1
1
5
）
へ
。

剛位単（県単枝打ち事業
条　　件 対象面積 概算事業費 予定補助金

1．林齢（11～25

年生）
1施工地 800

2．枝打ち強さ、

　樹高の壱以上
10a（1反 ～ 3，390

3．実施率、成立
歩）以上 1，100

本数の去以上

今
月
二
田
、
珠
川
で
山
火
事
が
発
生
。
消
火
作
業
が
早
く
、
幸
い

大
事
に
は
至
ゆ
ま
せ
ん
驚
し
た
。
山
佳
事
や
山
菜
採
り
の
皆
さ
ん
、

火
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圖

　
　
　
　
　
　
和

・、　
　
今
回
は
、
皆
さ
ん
が
興
味
の

∞∞

融
紬
傭
』
纏
継

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
し
ょ
う

職
安
比
総
合
開
発
と
石
墜
．
同
原
開

”
献
発
（
ト
マ
ム
開
発
）
の
例
を
紹

構
介
し
ま
す
。

　
　
し
む
か
っ
ぷ

　
　
占
冠
村
は
献
身
さ
で
高
い
評
価

　
　
占
冠
村
（
北
海
道
）
は
、
五

∞∞

＋
六
年
吾
の
人
・
が
千
四
百

灘
人
で
人
口
が
最
も
少
な
い
過
疎

∞∞
鮒
緯
熱
潔

∞∞
棚
纏
霧
瞭
※

∞∞　
　
し
か
し
、
会
社
側
は
技
術
的

に
も
ハ
イ
セ
ン
ス
な
内
容
を
考

え
て
い
た
の
で
、
東
京
の
印
刷

会
社
に
発
注
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
れ
で
も
地
元
の
印
刷

会
社
は
あ
き
ら
め
ず
、
自
ら
東

京
で
勉
強
を
重
ね
、
再
び
訪
れ

成
果
品
を
見
せ
ま
し
た
。

　
会
社
側
で
は
、
求
め
て
い
た

内
容
と
同
程
度
だ
っ
た
の
で
地

元
の
印
刷
会
社
に
も
発
注
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
住
民
、
企
業
が

技
術
や
セ
ン
ス
を
磨
く
こ
と
が

今
後
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
進
め

る
上
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　
　
先
進
リ
ゾ
ー
ト
地
「
ト
マ
ム
」

　
あ
し
ろ

　
安
代
町
は
一
体
的
な
取
り
組
み

　
安
代
町
（
岩
手
県
）
の
安
比

総
合
開
発
は
、
五
十
六
年
に
着

手
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
住
民

は
こ
ん
な
こ
ろ
（
四
十
五
年
に

農
家
数
千
二
百
戸
、
出
稼
者
千

百
人
、
中
学
・
高
校
の
卒
業
生

は
二
～
三
人
留
ま
る
だ
け
の
過

疎
地
域
）
に
、
ス
キ
ー
場
や
ホ

テ
ル
を
造
っ
て
も
人
が
来
る
は

ず
が
な
い
と
無
関
心
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
五

十
六
年
に
十
二
万
五
千
人
の
お

客
が
入
り
、
六
十
二
年
に
は
六

十
七
万
三
千
人
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
住
民
の
意
識
に
変

化
が
生
じ
、
二
軒
し
か
な
か
っ

た
民
宿
が
三
十
軒
に
な
り
、
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
や
ペ
ン
シ
ョ

ン
、
民
宿
の
予
約
・
P
R
は
す

べ
て
安
比
総
合
開
発
で
行
っ
て

お
り
、
住
民
と
開
発
会
社
の
一

体
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
外
か
ら
の
お
客
さ

ん
が
増
加
し
、
住
民
も
刺
激
を

受
け
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
た

「
漆
器
セ
ン
タ
i
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
手
づ
く
り
家
具
の
製

造
販
売
、
木
工
芸
品
な
ど
生
産

事
業
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。

　
六
十
二
年
に
は
、
民
宿
組
合
、

飲
食
店
、
町
内
、
ペ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
代
表
者
に
よ
り
、
農
業

や
民
宿
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
確
立
の
た
め
、
　
「
自
分
た
ち

の
里
は
自
分
た
ち
で
作
る
」
こ

と
を
目
的
に
「
綿
帽
子
の
里
づ

く
り
委
員
会
」
を
組
織
し
て
計

画
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

5と7お．ガ夢3昭和63年5月10日
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ま
さ
に
雪
を
い
か
す
雪
氷
変
換
機
の
実
演

　
雪
を
氷
に
換
え
る
「
雪
氷
変
換
機
」
の
実
演
が
四
月
十
八
日
㈹
、
市
役

所
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
電
気
に
よ
る
保
冷
か
ら
雪
氷
を
利
用
し
た
氷
室

シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
図
る
の
が
ね
ら
い
。
給
雪
機
で
雪
を
集
め
、
圧
雪
シ
リ

ン
ダ
ー
で
圧
縮
す
る
と
五
十
袖
．
四
方
の
氷
が
ど
ん
ど
ん
製
造
さ
れ
ま
す
。

　　　　ニコペ
源は無尽蔵にあります

　
当
日
は
農
業
、
建
設
業
な
ど
の
人
た

ち
が
集
ま
り
、
　
「
雪
ま
つ
り
に
大
型
ピ

ラ
、
・
・
ッ
ト
を
作
っ
て
そ
の
ま
ま
保
存
し

て
か
ん
が
い
用
水
に
」
、
　
「
ア
ー
ケ
ー

ド
の
雪
下
ろ
し
に
」
な
ど
の
意
見
や
質

問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
す
で
に
北
海
道
で
は
、
生
鮮
野
菜
類

の
貯
蔵
に
威
力
を
発
揮
。
こ
の
機
械
は

冷
熱
源
を
利
用
し
ま
す
が
、
三
千
万
円

ほ
ど
す
る
だ
け
に
果
た
し
て
利
雪
の
新

鋭
機
と
な
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

㎜
…
㎜
…
…
…
㎜
…
㎜
…
㎜
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
5

5
人
新
入
社
員
訓
練
講
座

　
新
入
社
員
訓
練
講
座
（
十
日
町
商
工
会
議
所
主
催
）
が
四
月
十
九
・
二

十
日
の
二
日
間
、
商
工
会
議
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は
、
こ
の
春

に
高
校
な
ど
を
卒
業
し
て
市
内
の
職
場
に
就
職
し
た
ば
か
り
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
男
女
五
十
五
人
で
す
。

講座。仲間づくりにもなりました

　
一
日
目
は
「
十
日
町
の
商
工
業
の
現

況
」
と
「
歴
史
と
風
土
」
に
つ
い
て
学

習
。
二
日
目
は
「
職
場
の
ル
ー
ル
と
マ

ナ
i
」
と
「
仕
事
を
進
め
る
上
で
の
ポ

イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。
身
だ
し
な
み
、
言
葉
づ
か
い
、

休
暇
の
取
り
方
、
人
の
呼
び
方
、
応
対

の
仕
方
、
お
茶
の
だ
し
方
、
電
話
の
心

得
な
ど
、
新
入
社
員
だ
け
で
な
く
、
ベ

テ
ラ
ン
社
員
が
受
け
て
も
た
め
に
な
る

実
習
で
し
た
。

脳鯉

講
・
繍
難

翻．
》
繍
綴
皿

〆グ＾久シ妙
　　　　　　　　　　　　ノ

♂△’の〃’一2一
、底1、、☆？　きものまつ躰て

1
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／、隻、厨彫ノ

蹟》㍍島・マ　　　今月7・8日と開かれたきものまつりも第12

　　　～、、『’　　回を数えました。　「もっと、きものを着てみま
　　　　ベマ
鈴木　　蘭さん　せんか」。そんな願いから始まりました．きも

　（広報協力員）　　の姿をつい振り返りながら街中を歩きました。
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今
か
ら
基
盤
整
備
の
模
型
づ
く
り
で
す

　
今
年
一
月
か
ら
、
市
農
協
南
部
支
所

の
金
融
窓
口
に
作
品
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

一
月
は
自
然
木
、
二
月
は
ひ
ょ
う
た
ん
、

三
月
は
デ
ッ
サ
ン
画
、
四
月
は
村
芝
居

保坂竹雄さん
（南鐙坂　70歳）

の
神
楽
、
五
月
は
鯉
の
滝
の
ぼ
り
（
写

真
の
作
品
）
。
今
、
六
月
の
聖
母
マ
リ

ァ
像
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
絵

を
か
い
た
り
、
作
っ
た
り
す
る
こ
と
は

昔
か
ら
好
き
で
し
た
。
　
「
来
月
は
何
だ

の
」
と
聞
か
れ
る
と
、
　
「
よ
し
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
る
ん
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
作
り
た
い
の
は
南
部
地
区

基
盤
整
備
の
模
型
で
す
。
大
き
さ
は
千

分
の
一
。
測
量
の
仕
事
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
思
い
出
し
た
り
、
人

に
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、
ま
ず
図
面
づ

く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

体
を
動
か
す
仕
事
、
気
分
が
い
い
で
す

　
ジ
ー
ッ
と
し
て
い
る
の
が
嫌
い
な
ん

で
す
。
家
の
植
木
い
じ
り
で
は
物
足
り

な
く
て
、
高
齢
者
事
業
団
が
で
き
た
と

同
時
に
入
会
し
ま
し
た
。
病
院
で
の
看

渡辺信井さん
（春日町2　66歳）

護
、
ゴ
ル
フ
場
の
芝
張
り
、
お
寺
の
草

取
り
な
ど
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

体
を
動
か
す
外
仕
事
が
い
い
で
す
ね
。

一
時
間
で
も
二
時
間
で
も
い
い
ん
で
す
。

仕
事
の
後
、
気
分
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。

　
今
来
て
い
る
お
宅
は
改
築
中
で
す
。

大
工
さ
ん
へ
の
お
茶
だ
し
、
赤
ち
ゃ
ん

の
子
守
り
の
お
手
伝
い
で
す
。
今
日
の

よ
う
な
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
風
は
、
赤
ち

ゃ
ん
に
薬
な
ん
で
す
よ
。
お
手
伝
い
に

行
っ
て
知
り
合
い
が
で
き
、
事
業
団
で

　
　
　
　
か

は
仲
間
が
で
き
ま
す
。
何
よ
り
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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叢
ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
休
憩
所

　
コ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
三
日
㈹
に
国
道
二
七
号
線
、
上
越
舗
道
㈱

の
駐
車
場
（
土
市
四
）
に
「
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
休
憩
所
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
振
り
そ
で
姿
の
女
性
や
母
の
会
の
皆
さ
ん
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

コ
ー
ヒ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
茶
な
ど
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
し
て
安
全
運
転
を

くれぐれも安全運転よろしくね

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
東
京
・
長
野
方
面
か
ら
の
家
族
連
れ

が
続
々
と
休
憩
所
に
。
ひ
と
休
み
し
た

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
．
、
「
交
通
事
故
で
ひ

ん
死
の
重
傷
を
負
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
心
温
ま
る
活
動
に
感
謝
し
ま
す
」

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
休
憩
所
に
は
、
約
三
百
台
が
駐
車
、

五
百
人
が
お
も
わ
ぬ
も
て
な
し
に
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
、
誓
い
を
新
た
に
目
的
地
へ

と
向
っ
て
行
き
ま
し
た
。

14集められた切手に話題が飛びます

十
日
町
郵
趣
会

連
絡
先
“
湯
沢
　
健
一
さ
ん

（
郭
陶
4
4
3
1
）

　
「
美
し
い
大
き
な
記
念
切
手
が
切
手

収
集
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日

常
よ
く
使
わ
れ
る
普
通
切
手
を
見
過
ご

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
。
十
日
町
郵
趣
会

は
切
手
を
集
め
、
整
理
し
て
新
切
手
の

鑑
賞
、
交
換
会
、
ア
ル
バ
ム
の
回
覧
を

行
っ
た
り
、
郵
趣
の
雑
談
を
す
る
な
ど

楽
し
い
集
ま
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
会
員
は
八
人
。
昭
和
六
十
年

に
十
日
町
郵
便
局
を
会
場
に
「
第
六
回

趣
味
の
切
手
展
」
を
開
き
、
今
は
第
七

回
の
計
画
づ
く
り
に
入
っ
て
い
ま
す
。

「
全
日
本
切
手
展
」
で
入
賞
者
が
出
る

ほ
ど
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
す
。

　
美
し
い
初
日
カ
バ
ー
、
昭
和
切
手
、

山
岳
切
手
、
国
連
小
型
シ
ー
ト
、
日
本

の
美
術
、
世
界
の
変
形
切
手
な
ど
共
同

購
入
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
　
「
平
凡

に
見
え
る
よ
う
で
も
、
よ
く
注
意
す
れ

ば
図
案
や
刷
色
な
ど
に
変
化
が
あ
る
普

通
切
手
に
本
当
の
切
手
収
集
の
お
も
し

ろ
さ
が
潜
ん
で
い
ま
す
」
と
、
代
表
の

湯
沢
さ
ん
が
話
し
ま
す
。

　
「
切
っ
て
も
切
れ
な
い
情
報
交
換
に

意
義
が
あ
り
ま
す
」
と
会
貝
が
口
々
に
。

郵
便
局
の
協
力
を
得
な
が
ら
よ
り
よ
い

郵
趣
会
に
す
る
た
め
の
話
題
に
、
切
手

マ
ニ
ア
の
声
は
時
を
忘
れ
て
弾
み
ま
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
切
手
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
　
茸
海
．

藤

欝
．
鱒

　
　
　
鵯

藻
、

縫
5

暇鷹節轡

郵，

No216

講議
轡

麟

馨等す
欝騒

　
　
　
ヤ
マ
メ
の
姿
を
見
た
い

　
「
魚
た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
」
。
お
お

げ
さ
に
言
え
ば
そ
ん
な
気
持
ち
の
仲
間

で
す
。
会
の
名
前
は
、
マ
ー
ク
・
ト
ウ

ェ
ン
作
「
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ィ
・
フ
ィ
ン

の
冒
険
」
か
ら
と
り
ま
し
た
。
冒
険
好

き
な
少
年
の
名
前
で
す
。

　
前
々
か
ら
付
き
合
い
の
あ
っ
た
釣
り

好
き
の
仲
間
が
、
目
的
を
実
現
さ
せ
よ

う
と
昭
和
六
十
年
に
会
を
結
成
し
ま
し

た
。
目
的
と
は
、
　
「
今
で
は
数
少
な
く

な
っ
た
ヤ
マ
メ
を
自
分
た
ち
の
手
で
放

流
し
　
成
長
し
た
河
ぐ
姿
を
見
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
最
近
、
川
が
き
れ
　
に
な
っ
て
き
て

　
る
せ
い
か
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
川
に
、
自
分
た

ち
で
ヤ
マ
メ
を
住
ま
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
　
　
卵
と
稚
魚
の
放
流
活
動

　
卵
と
稚
魚
の
放
流
で
す
。
卵
は
秋
の

十
一
月
下
旬
、
稚
魚
は
春
先
の
三
月
に

放
流
し
ま
す
。
卵
は
去
年
秋
で
三
回
目
、

稚
魚
は
今
年
春
で
二
回
目
が
終
わ
り
ま

し
た
。
放
流
の
時
期
は
雪
が
あ
り
、
正

直
な
と
こ
ろ
冷
た
く
大
変
な
作
業
で
す

が
、
放
流
し
た
ヤ
マ
メ
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
三
月
に
は
十
五
往
．
ほ
ど
に
成
長

し
た
ヤ
マ
メ
を
確
認
し
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
六
十
年
に
放
流
し
た
卵
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
と
き
は
何
と
も
言
え
な
い

う
れ
し
さ
で
し
た
。

　
稚
魚
は
自
分
た
ち
で
ふ
化
さ
せ
た
も

の
で
す
。
今
年
は
下
条
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
川
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
、
自
然
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
子
ど
も
と
の
放
流
は

こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
と
は
い
う
も
の
の
仲
間
は
五
人
で

す
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
を
発
揮

し
て
ヤ
マ
メ
の
夢
を
見
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
ん
な
我
々
の
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
、
福
原
（
田
川
町
三
奮
5
7

－
8
2
6
1
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　　　2／世紀を担う主役です。学校教育課で

　　責任感と意欲に満ちた子どもたちの育成

　テーマに4月に新校舎となった八箇小学校

学校教育課長にお話をしていただきました。

　今＼教育を受けている子どもたちは＼　　「

は＼心身ともに健康で創造力にあふれ＼

を目ざしています。そこで「学校教育」を

P　T　A会長・三田武男さん（笹之沢）と田村晃

灘　
目
標
や
方
針
を
定
め

　
　
　
　
　
　
　
　
実
　
　
践

三
田
　
学
校
教
育
課
は
、
私
た
ち
市
民

に
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い

る
の
で
し
よ
う
か
。

田
村
　
私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に
関

係
す
る
教
科
書
の
無
償
給
与
と
か
入
学

や
転
校
の
手
続
き
、
ま
た
学
校
給
食
の

献
立
や
健
康
診
断
の
準
備
な
ど
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

三
田
　
学
校
教
育
の
方
針
や
目
標
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
村
　
そ
う
で
す
ね
。
　
「
十
日
町
市
の

教
育
実
践
上
の
努
力
点
」
を
定
め
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
各
学
校
が
、
子
ど
も
た

ち
の
実
態
や
父
兄
の
願
い
を
考
慮
し
て

教
育
目
標
を
立
て
ま
す
。
学
校
教
育
課

で
は
学
校
を
訪
問
し
、
授
業
の
様
子
や

子
ど
も
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
様
子
を

見
て
、
そ
の
学
校
の
教
育
が
ど
う
し
た

ら
よ
く
な
る
か
話
し
合
う
わ
け
で
す
。

纏　
両
者
の
連
携
と

　
　
　
　
　
　
役
割
分
担

三
田
　
先
般
、
前
十
日
町
小
学
校
長
．

桑
原
昭
三
先
生
の
講
演
の
中
の
「
学
校

教
育
は
、
家
庭
や
社
会
生
活
で
体
験
で

き
な
い
も
の
を
教
え
る
」
と
い
う
印
象

深
い
お
話
が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

確
か
に
家
庭
で
の
勤
労
体
験
も
な
く
な

り
、
　
「
し
つ
け
や
道
徳
の
場
」
も
な
い

よ
う
で
す
ね
。

田
村
　
い
い
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た

ね
。
昔
は
、
す
べ
て
学
校
に
子
ど
も
た

ち
を
任
せ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
学
校

と
家
庭
の
連
携
が
大
切
。
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
そ
し
て

学
校
は
、
　
「
勉
強
す
る
と
こ
ろ
」
　
「
学

ぶ
場
」
と
し
て
家
庭
と
学
校
が
十
分
連

絡
を
密
に
し
、
補
い
な
が
ら
役
割
分
担

す
る
こ
と
で
す
。

三
田
　
家
庭
は
教
育
の
原
点
で
あ
り
、

乳
幼
児
期
に
人
格
が
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
け
れ
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
接

し
て
み
る
と
「
何
を
考
え
、
何
を
し
よ

う
」
と
す
る
点
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。三田武男さん

田
村
　
一
緒
に
風
呂
に
入
り
、
背
中
を

流
し
、
走
っ
た
り
す
る
親
子
の
触
れ
合

い
が
大
切
で
す
。
そ
の
中
で
望
ま
し
い

親
子
像
や
新
し
い
家
庭
像
を
作
る
こ
と

で
す
ね
。

晃課長田村

三
田
　
家
庭
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の

場
・
発
育
の
場
で
あ
る
こ
と
も
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

田
村
　
そ
れ
に
学
校
教
育
で
は
教
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
　
「
育
て
る
」
　
「
伸

ば
す
」
こ
と
も
大
切
で
す
。
基
礎
学
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
同
時
に
「
勉
強

の
し
か
た
」
　
「
習
慣
」
　
「
意
欲
」
を
身

に
つ
け
さ
せ
、
社
会
人
に
な
っ
て
一
生

学
び
続
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
養
う
こ
と

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

鞭　
地
域
活
動
の
中
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
学
　
　
ぶ

三
田
　
学
校
か
ら
帰
っ
て
も
家
に
閉
じ

こ
も
り
フ
ァ
ミ
コ
ン
に
熱
中
し
て
友
達

同
士
の
団
体
行
動
が
薄
れ
が
ち
に
な
り
、

逆
に
親
が
お
ぜ
ん
立
て
す
る
と
飛
び
込

ん
で
来
る
子
ど
も
が
い
ま
す
が
。

田
村
　
大
事
な
点
で
す
ね
。
昔
は
、
が

き
大
将
が
い
て
「
み
ん
な
集
ま
れ
」
の

号
令
で
一
緒
に
遊
ん
だ
。
で
す
か
ら
、

先
輩
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
小
さ
い
子
ど

も
を
教
え
て
行
っ
た
。
小
さ
い
子
ど
も

は
従
う
な
か
で
人
と
力
を
合
せ
協
力
す

る
気
持
ち
が
育
っ
て
行
く
。
今
、
学
校

で
は
、
　
「
全
校
縦
割
り
集
団
の
活
動
」

を
取
り
入
れ
、
一
年
か
ら
六
年
ま
で
一

緒
に
掃
除
を
し
、
班
単
位
で
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
の
行
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
来
は
、
地
域
に
帰
っ
て
自
然
に
芽

ば
え
て
く
る
姿
が
理
想
で
す
ね
。
そ
の

意
味
で
地
域
子
ど
も
会
の
活
動
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

麟　
P
T
A
活
動
が

　
　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト

三
田
　
こ
れ
か
ら
先
、
　
「
自
然
体
験
」

「
生
活
体
験
」
が
乏
し
く
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
、
地

域
の
三
者
が
理
解
と
連
携
を
図
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
れ
だ
け
に

P
T
A
の
活
動
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
。

田
村
　
そ
う
で
す
ね
。
戦
後
、
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
が
教
育
に
高
い
関
心
を
寄

せ
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て
先
生

と
話
し
合
い
、
中
身
を
知
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
し
た
ね
。

三
田
　
八
箇
小
学
校
で
は
「
子
ど
も
た

ち
に
自
主
性
を
も
た
せ
る
よ
う
に
」
と
、

親
は
お
手
伝
い
を
す
る
P
T
A
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

田
村
　
P
T
A
は
、
会
員
の
交
流
を
図

る
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
を
助
け
る
意
味
で
地
域
の
環
境
整
備

を
し
た
り
、
校
外
の
生
活
を
見
守
っ
て

や
っ
た
り
、
　
「
主
役
は
子
ど
も
た
ち
」

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で
す
ね
。

三
田
　
や
は
り
、
　
「
親
が
ど
こ
ま
で
手

を
加
え
る
」
か
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

麟　
行
動
と
工
夫
す
る

　
　
　
　
　
　
　
子
　
ど
　
も

田
村
　
以
前
は
、
十
日
町
を
含
め
新
潟

県
は
我
慢
強
い
真
面
目
さ
が
よ
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
二
十
一
世
紀
は
、
　
「
積
極
的

に
行
動
す
る
」
　
「
工
夫
す
る
力
」
が
大

切
で
す
。
行
動
す
る
に
も
親
は
側
面
的

に
援
助
す
る
。
子
ど
も
た
ち
が
工
夫
し

な
が
ら
主
体
的
に
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

三
田
　
私
た
ち
も
家
庭
で
で
き
る
親
子

対
話
の
方
法
な
ど
を
探
る
研
究
会
を
計

画
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

田
村
　
学
校
教
育
課
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
い
子

ど
も
を
育
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
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材　料
・豆腐…4丁・卵…2コ・干しシイ

9ケ…6枚・ニンジン…皐本・サヤ

インゲン…／0枚・ハム…5枚

・しょうゆ，砂糟…各大さじ2・サ

ラダ油＼酒…各大さじη・コマ油…

少量

藤田紀代子さん

（藝55黎聲）

　
八
人
家
族
で
す
が
、
こ
の
材
料
の
分

量
で
十
分
で
す
。
肉
が
嫌
い
な
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
よ
く
作
り
ま
す
。
材
料

は
あ
り
あ
わ
せ
の
も
の
で
よ
く
、
短
時

間
で
で
き
ま
す
。

　
〈
作
り
方
〉
①
豆
腐
は
つ
ぶ
す
。
卵

は
よ
く
か
き
ま
ぜ
る
。
干
し
シ
イ
タ
ケ

（
水
で
も
ど
し
て
お
く
）
、
ニ
ン
ジ
ン
、

サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
（
サ
ッ
と
ゆ
で
て
お
く
）
、

ハ
ム
は
千
切
り
に
す
る
。

　
②
豆
腐
を
湯
の
中
に
入
れ
、
煮
る
。

煮
立
つ
直
前
に
ざ
る
に
上
げ
、
水
分
を

よ
く
き
る
。

　
③
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
た
中
華
な
べ
に

シ
イ
タ
ケ
、
ニ
ン
ジ
ン
を
入
れ
、
い
た

め
る
。
風
味
を
出
す
た
め
に
ゴ
マ
油
を

加
え
る
。

　
④
し
ょ
う
ゆ
、
砂
糖
、
酒
を
よ
く
か

き
ま
ぜ
て
、
中
華
な
べ
に
入
れ
、
シ
イ

タ
ケ
、
ニ
ン
ジ
ン
に
か
ら
ま
せ
る
．
③

と
④
は
強
火
．

⑤
豆
腐
、
ハ
ム
を
中
華
な
べ
に
入
れ
、

か
き
ま
ぜ
な
が
ら
味
を
と
と
の
え
る
。

火
は
弱
火
。

⑥
火
を
止
め
て
か
ら
、
卵
を
中
華
な

べ
に
入
れ
、
ま
ぜ
あ
わ
せ
る
。

⑦
器
に
も
り
、
彩
り
に
サ
ヤ
イ
ン
ゲ

ン
を
ち
ら
す
。

　
〈
ポ
イ
ン
ト
〉
そ
ぼ
ろ
に
な
る
よ
う

に
、
豆
腐
の
水
分
を
よ
く
き
る
こ
と
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

畷騨醸欝，藁1正●灘瀞次男

　僕たち＼双子なんだ。僕が敬介くん（写真左）＼

僕が泰介くん（右）。僕（敬介）はよくしゃべるよ。

僕（泰介）はよく動くんだ。毎日ケンカもするけど

仲良しだよ。お田さんは大変。でも「敬も泰もお兄

ちゃん。大きくなるのが楽しみだね」とi…ってるよ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　北越保育園

㊨

郵

　僕たちの圭子先生だよ。

髪の毛と目が似ていると
思うんだ。あれ＼もしか
して先生より美人かも。

　うさぎの＼＼しろ＼＼“く

ろ，＼は保育園の人気者。目

はクリクリ＼毛はフワフ
ワ＼とってもかわいいの。

　
　
　
（
5
歳
）

市
川
遼
馬
く
ん毒

　
　
　
　
（
5
歳
）

池
田
か
お
り
ち
ゃ
ん

奪
蓼

串ヤン縄スだより

4
校

ヌ

L
学

O
V
ト

　
　
ノ

　
　
島

　
　
鐙

ふ
丁麹

　レ

織
心身ともにたくましい子ども

晶
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
、
大
好
き

　
鐙
島
っ
子
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
が

大
好
き
で
す
。
み
ん
な
強
く
な
る
た
め
、

技
と
体
力
と
精
神
力
を
つ
け
よ
う
と
情

い
っ
ぱ
い
努
力

し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
目
標

を
持
っ
て
、
伸

び
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い

ま
す
。

晶
習
字
、
大
好
き

　
ス
キ
ー
だ
け
強
く
な
っ
て
も
だ
め
。

勉
強
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
得
意
な
の

は
習
字
で
す
。
毎
年
、
特
選
な
ど
の
賞

を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
す
。

「
特
選
」
一
年
生
の
作
品
で
す
よ

晶
苦
し
く
と
も

　
陸
上
、
野
球
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

業
間
体
育
な
ど
、
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
一
生
懸
命
で
す
。

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
水
泳
大
会
な
ど
、

家
の
人
が
大
勢
応
援
に
来
て
く
れ
る
の

で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
．
闘
獺

晶
土
と
緑
と
太
陽
に

　
小
学
校
ス
キ
ー
場
つ
つ
じ
園
で
「
ぼ

く
の
木
、
わ
た
し
の
木
」
を
育
て
て
い

ま
す
。
花
見
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
年
寄
り
と
一

緒
に
働
く
の
も
楽
し
み
で
す
。

　
稲
を
育
て
、
も
ち
つ
き
も
し
ま
す
。

雑
煮
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

9とお力夢3昭和63年5月10日
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欝

舞
獺

＊
　
漏
蟹
　
＊

、鵬

十
日
町
地
方
の

　
　
心
を
さ
ぐ
る
！
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議
綬
癬
ぽ

饗
騨
1
8
講
．
籍
響
需
醗
4
8
蕃
叢
町
＄
ー
騒
灘
藤

博物飽講脛
5月1媚より参加を

鰯畷学習プログラム（毎回、映画を上映します）敬禾ホ，各

　
今
年
の
博
物
館
講
座
は
、
わ
た
し
た
ち
の
祖
先

の
心
を
さ
ぐ
り
ま
す
。
経
済
の
み
が
優
先
す
る
現

代
、
祖
先
が
求
め
た
神
や
仏
あ
る
い
は
暮
ら
し
の

中
の
助
け
合
い
な
ど
教
育
や
文
化
は
、
私
た
ち
に

何
か
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

■
と
き
　
土
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
　
■
受

講
料
　
無
料
　
■
申
し
込
み
　
ハ
ガ
キ
3
枚
を
添

え
て
博
物
館
（
盈
5
7
－
5
5
3
1
）
へ
。

5／14
自然の中の神々
　昔の人々は自然をどのように考えたか

市史編さん監修

桜井徳太郎
21

妻有地方の野仏たち
　　人々の暮らしにどのようにかかわったか

市史編さん委員

上　村　政　基

28
妻有地方への仏教の広がり
　　人々は何を求めたかその教えは何か

市史編さん委員長

竹　内　道　雄

6／11
村の神さま
　　鎮守様はどのように生まれ、変わったか

市史編さん委員さとし

駒　形　　　耽

18
村の中の相互扶助
　　助け合いはどのように行われたか

日本民俗学会会員

滝　沢　秀　一

25
飢饅の中の救世主
　　天明の飢饅は多くの餓死者を、その中で

市史編さん委員

須　藤　重　夫

7／2
妻有地方の教育のあけぽの
　　村の学塾教育は地域のリーダーを生んだ

市史編さん副委員長

佐　野　良　吉

9
戦後の文化を育んだ人々
　　戦後の文化は新しい風を吹き込んだ

博物館協議会副会長

田　村　喜　一

排
水
工
事
資
格
試
験

　
　
　
　
ぜ
ひ
．
こ
の
機
禽
に
受
け
て
く
だ
さ
い

　
公
共
下
水
道
供
用
開
始
5
年

目
に
入
り
、
各
家
庭
や
事
業
所

か
ら
の
汚
水
を
下
水
道
管
に
接

続
す
る
工
事
が
今
年
も
盛
ん
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
は
、
市
が
行
う
資

格
試
験
に
合
格
し
登
録
し
た
責

任
技
術
者
等
が
い
る
指
定
工
事

業
者
で
な
い
と
施
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
責
任
技
術
者
等
の

登
録
を
す
る
た
め
の
資
格
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

・
試
験
の
種
類

一
、
責
任
技
術
者
試
験

二
、
主
任
配
管
工
試
験

■
試
験
日

6
月
2
3
日
㈲
午
前
9
時
…
責
任

技
術
者
　
午
後
－
時
…
主
任
配

管
工

■
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
i

■
受
験
資
格

　
（
責
任
技
術
者
試
験
）

①
高
等
学
校
、
旧
制
中
学
校
以

上
で
土
木
科
ま
た
は
こ
れ
に
相

当
す
る
学
科
を
卒
業
後
2
年
以

上
給
排
水
設
備
工
事
に
従
事
し

た
人
。

②
5
年
以
上
給
排
水
設
備
工
事

に
従
事
し
た
人
．

③
公
共
団
体
で
3
年
以
上
給
排

水
設
備
工
事
に
関
す
る
技
術
上

の
実
務
に
従
事
し
た
人
。
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（
主
任
配
管
工
試
験
）

①
3
年
以
上
給
排
水
設
備
工
事

に
従
事
し
た
人
。

②
公
共
団
体
で
2
年
以
上
給
排

水
設
備
工
事
に
関
す
る
技
術
上

の
実
務
に
従
事
し
た
人
。

■
申
し
込
み
　
5
月
30
日
㈲
～

6
月
4
日
ω
ま
で
に
試
験
手
数

料
（
責
任
技
術
者
…
1
、
0
0
0

円
、
主
任
配
管
工
…
7
0
0
円
）

を
添
え
て
下
水
道
課
（
奮
内
線

胴
）
へ
。

■
講
習
会
　
6
月
1
3
日
㈲
午
後

2
時
～
4
時
　
保
健
セ
ン
タ
i

■
そ
の
他
　
申
込
時
か
講
習
会

で
テ
キ
ス
ト
（
1
、
o
o
P
円
）

を
配
布
し
ま
す
。

下
請
相
談
会

・
と
　
き
　
5
月
2
7
日
㈹
午
後

■
と
こ
ろ
　
商
工
会
議
所

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
会
議
所

（
5
7
1
5
1
1
1
）
か
商
工
観

光
課
（
盈
内
線
脚
・
謝
）
へ
。

翠
朝
ジ
§
ギ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
教
　
　
審

　
　
　
　
　
ラ

　
5
月
1
日
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
（

し
ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
健
康

づ
く
り
と
仲
間
づ
く
り
を
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。
自
分
の
ぺ

ー
ス
で
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
集
合
場
所
　
毎
朝
5
時
5
0
分
、
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新
座
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
i

●
問
い
合
わ
せ
　
走
る
仲
間
の

新
座
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
（
須
藤

貢
盈
5
7
1
3
0
0
8
、
滝
沢
正

晴
盈
5
7
1
9
2
7
0
）
へ
。

お
は
よ
う

　
　
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

■
と
　
き
　
5
月
9
日
月
～
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

月
3
0
日
㈹
ま
で
の
月
・
水
・
金

曜
日
の
週
3
回
、
午
前
5
時
3
0

分
に
市
役
所
ス
タ
ー
ト
。

■
コ
ー
ス
　
市
内
1
0
～
1
5
㎞
、

約
1
時
間
。

■
参
加
資
格
　
小
学
4
年
生
以

上
。■

参
加
料
　
小
・
中
・
高
校
生

1
、
5
0
0
円
、
一
般
2
、
0
0
0

円
（
い
ず
れ
も
保
険
料
を
含
む
）

■
申
し
込
み
　
参
加
料
を
添
え

て
体
育
課
（
盈
5
2
1
4
3
7
7
）

か
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
（
清
野

山
和
夫
盈

訂
ー
4
8
6
0
）
へ
。

硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

ロ
と
　
き
　
5
月
1
4
・
2
1
・
2
8
、

6
月
4
・
n
・
1
8
日
の
土
曜
日

午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
。

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
参
加
料
　
2
、
0
0
0
円

■
参
加
資
格
　
初
心
者
を
対
象

に
3
0
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
当
日
、
会
場
で
。

■
問
い
合
わ
せ
　
テ
ニ
ス
協
会

（
渡
辺
淳
一
盈
57
1
2
8
5
2
）

へ
。
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
《
ル
ー
ル

　
　
　
　
審
罰
）
講
習
会

■
と
　
き
　
5
月
1
6
日
㈲
午
後

7
時
3
0
分
～

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館
（
盈

52

1
4
3
7
7
）

習
志
野
高
校

　
招
祷
親
善
野
球
大
会

■
と
　
　
き

5
月
2
8
日
ω

　
午
後
0
時
～
対
十
日
町
高
校

　
午
後
3
時
～
対
十
日
町
実
業

　
　
　
　
　
　
　
高
校

5
月
2
9
日
㈹

　
午
前
9
時
～
対
十
日
町
実
業

　
　
　
　
　
　
　
高
校

　
午
後
O
時
3
0
分
～
対
十
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
校

■
と
こ
ろ
　
笹
山
野
球
場

ロ
入
場
券
　
一
般
4
0
0
円
、

高
校
生
1
0
0
円
。

■
問
い
合
わ
せ
　
野
球
連
盟
事

務
局
（
盈
5
7
1
4
5
0
8
）
へ
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
大
会

盧
と
　
き
　
6
月
12
日
⑲
午
前

8
時
3
0
分
～

■
と
こ
ろ
　
信
濃
川
運
動
公
園

ロ
参
加
資
格
　
4
0
歳
以
上
の
男

子
と
2
0
歳
以
上
の
女
子
で
ー
チ

ー
ム
9
～
1
5
人
。

■
申
し
込
み
　
5
月
2
8
日
ω
ま

で
に
体
育
課
へ
。

ユ0■内　容　総会終了後、県警音楽隊によるアトラクションおよびパレードがあります。→　■ところ　市民会館ホール



変
わ
り
塞
し
た
ね
ノ
國
麗
隼
金
鰯
度

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

　
　
届
け
出
は
お
す
み
で
す
か

　
昭
和
6
1
年
4
月
か
ら
国
民
年

金
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
奥
さ
ん
も
第
3
号
被
保
険

者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
3
号
被
保
険
者
は
、
保
険

料
を
個
別
に
納
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
届
け
出
は
、
原
則

と
し
て
2
年
以
上
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
6
3
年

7
月
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
た
と
え
ば
、
8
月
に

届
け
出
を
し
た
場
合
は
、
61
年

4
月
か
ら
6
月
ま
で
の
3
カ
月

が
保
険
料
を
滞
納
し
た
と
み
な

さ
れ
ま
す
。
年
金
額
の
計
算
で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一一一

不
利
益
と
な
り
ま
す
。

畠璽
瞭趣

　
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
免
除
制
度
の
利
用
を

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

人
で
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

と
き
は
、
一
定
の
基
準
に
あ
て

は
ま
る
と
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
「
失
業
中
で
…
」
、
「
生
活
が

苦
し
い
…
…
」
と
い
う
人
は
免

除
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
免
除
さ
れ
る
と

　
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
も
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　｝　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　『　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一一一

万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
受
け

る
「
障
害
基
礎
年
金
」
は
納
め

た
人
と
同
額
で
す
。
　
「
老
齢
基

礎
年
金
」
は
納
め
た
人
の
3
分

の
ー
の
金
額
に
な
り
ま
す
。

　
将
来
、
満
額
の
年
金
を
受
け

る
た
め
、
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら

　
　
　
　
　
　
　

追
納
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

追
納
は
、
免
除
さ
れ
た
期
間
の

保
険
料
を
後
で
納
め
る
こ
と
で

す
。
1
0
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
除
申
請
を

　
出
せ
ば

　
　
　罐

ぴ
る
わ
．

　
　
　
一
　
～

　
　
　
一
〃
　
戸
．
2

　
　
　
一
　
　
　
C

　
　
　
　
　
　
イ

　
免
除
の
手
続
き

　
「
納
付
書
」
か
「
年
金
手
帳
」

と
「
印
鑑
」
を
お
持
ち
の
う
え
、

言1褻通舞釜跳覇織鍵ぺ慧鋤

！
多
！

囹若者の交通事故防止　　　、卍

　若者よ！命を落とすな！　　　㊦
　　　　　　　　　　　　◎o　　o
スピードを落とせ！起きて　　　’

からでは遅い。家族、職場　　，．

ぐるみで防止しよう。

4月中の交通事故発生状況（）累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
63年 10（25） 12（32） 1（1）

62年 3（18） 3（19） 0（1）

川西町
津南町
中里村

63年 2（11） 2（15） O（0）

62年 1（12） 1（17） 0（0）

計
63年 12（36） 14（47） 1（1）

62年 4（30） 4（36） 0（1）

　　　　　飲酒による事故が多発！

　　　　　4月22日（金）本町5の国道で死

亡事故。5月2日（月）高田町2の県道でま

たも死亡事故が発生。どちらも飲酒が絡

むものです。飲酒運転は悪質で危険です。

絶対にしないようみんなで監視し、注意

しましょう。

　歩行者も飲酒後、事故に遭わないよう

に注意しましょう。

　
市
民
課
年
金
係
（
盈
内
線
幽
・

　
衛
）
へ
。

　
　
措
．
．
．
華
躁
写
機
認
定

　
　
　
　
　
　
講
習
禽

　
■
と
　
き
　
6
月
1
・
2
・
3

　
日
の
3
日
間

　
■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
■
費
　
用
　
4
0
0
円

　
■
申
し
込
み
　
5
月
2
1
日
ω
ま

　
で
に
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
i

　
（
盈
5
7
　
0
4
9
3
）
へ
。

　
　
貸
赫
測
率
の
糞
更

　
　
4
月
2
5
日
号
の
市
報
で
お
知

　
ら
せ
し
ま
し
た
国
民
金
融
公
庫

　
の
貸
付
利
率
（
年
）
が
次
の
と

　
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
普
通
貸
付
…
…
輔
％
が
騒
％
に
、

　
翫
ゆ
～
団
％
が
脇
～
”
％
に
。

　
特
別
貸
付
…
…
肪
％

　
（
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
貸

　
付
は
M
％
に
な
り
ま
し
た
）

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
．

一『一一一『「一一「｝一一一一一一一一一｝一一一一『一一一一一一『｝一一一｝一「｝「一一｝「「一一『一一「一一一「「｝一一一一一一一「一一

電
脚

停
胴

業
臆

作
辮

◆5月19日休〉午前9時～11時30分／島

　高田町5・6の各一部

◆5月31日（火）午前7時～10時／土市1

　2・3・4、太田島3の各一部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　｝　　　一　　　一　　一　　一　一　一一一

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ご
と
に
　

に
い
わ
れ
る
商
業
統
計

査
壼
調
套
、
6
月
－

調
だ
日
現
在
で
歯

　
　
　
　
　
が
に
れ
わ
れ
ま
す
の

計
く
　
こ
の
調
査
は
・

統
力
全
国
の
卸
売
業
・

業
協
小
売
業
書
ん
で

商
ご
い
る
す
べ
て
の
商

　
　
　
　
　
　
を
ガ
　
と
す
る

み
も
き
ノ
ノ

需
恒
調
査
で
す
．
こ
れ

、
〆
｛
、
、
、
、
、
　
は
、
商
店
の
販
売

　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
身
障
者

　
身
体
障
害
者
の
方
が
、
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
．

■
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
申
請
書
（
税
務
課
に
あ
り
ま

す
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘
欝
癩
談

　
酒
を
飲
み
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
る
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
は
、

ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
5
月
1
8
日
㈲
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
担
当
佐
々
木
相
談
員

（
五
日
町
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

（
盈
5
7
－
2
4
0
0
）
か
保
健

衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
盈
内
線

慨
・
㎜
）
へ
。

…一一…一……一一一一…一一…一一…一一一一…一…一一………一一一減

活
動
の
実
態
や
分
布
状
況
お
よ

び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
、
今
月
下
旬
か
ら

各
商
店
に
お
伺
い
し
、
調
査
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
こ

協
力
く
だ
さ
い
。

　
※
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、

統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
秘
密

が
守
ら
れ
ま
す
。

免
申
講

転
免
許
証
▼
納
付
書
（
通
知
書
）

▼
印
鑑

■
申
請
の
受
付
期
間

　
5
月
1
6
日
σD
～
2
4
日
ω
◎

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
盈

　
　
　
は
　
ぼ
ロ
ヘ
の

搬
犬
購
鋤
畢
紡
濾
尉

　
今
年
4
月
以
降
に
生
後
9
1
日

以
上
に
達
し
た
犬
で
、
ま
だ
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な

い
犬
が
対
象
で
す
。

■
と
　
き
　
5
月
2
1
日
ω
午
前

9
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
持
参
す
る
も
の
　
　
「
印
鑑
」

と
「
登
録
料
な
ど
4
、
7
6
0

円
」■

申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

（
盈
5
7
　
2
4
0
0
）
へ
。

ヱヱとおガ夢3昭和63年5月10日

■と　き　5月21日（十）午後1時30分～欝少年欝成帝醗禽議総会



　
　
　
　
⑳
　
　
灘
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

歴
椎
『
㌶
弾

の
　
　
編
　
　
　
『
　
　
　
と

彦
　
史
　
　
、
、
　
争

遡
市
　
　
、
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明
治
二
十
七
、
八
年
の
日
清
戦
争
は
、

近
代
国
家
を
確
立
し
て
か
ら
の
日
本
が

初
め
て
外
国
出
兵
し
た
戦
争
で
あ
る
。

　
当
時
の
韓
国
で
起
こ
っ
た
内
乱
に
、

居
留
民
を
保
護
す
る
た
め
と
称
し
て
現

地
へ
軍
隊
を
派
遣
し
た
日
本
と
清
国
と

が
、
や
が
て
は
韓
国
そ
の
も
の
の
内
乱

　
よ
　
　
そ

を
他
処
に
し
て
、
両
国
の
政
治
的
も
く

ろ
み
か
ら
正
面
衝
突
す
る
事
態
に
至
り
、

二
十
七
年
夏
に
開
戦
し
た
。

　
韓
国
北
部
（
現
在
の
北
朝
鮮
）
の
平

穣
で
大
激
戦
が
あ
り
、
や
が
て
日
本
軍

は
満
州
へ
兵
を
進
め
た
。
と
こ
ろ
が
、

思
い
が
け
な
か
っ
た
零
下
何
十
度
と
い

う
酷
寒
に
遭
っ
て
行
動
に
大
き
な
障
害

を
生
じ
た
。

　
晩
秋
を
迎
え
る
こ
ろ
、
仙
台
の
第
二

師
団
司
令
部
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
寒
気

　
　
　
　
　
　
わ
ら
ぐ
つ

の
戦
地
へ
送
る
藁
靴
を
調
達
す
る
こ
と

に
な
り
、
各
村
々
の
有
志
が
作
製
に
あ

た
っ
た
。

　
し
か
し
指
定
さ
れ
た
品
目
で
、
ワ
ラ

　
　
　
　
き
ゃ
は
ん

ハ
バ
キ
（
脚
絆
）
、
ッ
マ
カ
ケ
、
雪
藁

靴
は
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
も
う
ひ
と
つ

甚
兵
衛
（
甚
平
）
ワ
ラ
ジ
と
あ
る
の
が

今
と
な
っ
て
は
ど
ん
な
も
の
か
見
当
が

つ
か
な
い
。

　
当
時
の
鐙
島
・
六
箇
村
で
は
部
落
組

長
か
ら
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
示
さ
れ
た

現
物
を
見
て
研
究
し
た
旨
の
記
録
が
あ

る
。　

い
ろ
い
ろ
検
討
を
進
め
る
う
ち
に
、

　
　
　
ひ
が
し
ね
　
　
　
な
が
と
ろ

山
形
県
東
根
市
長
瀞
小
学
校
の
文
集
に

「
じ
ん
べ
」
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
形
な
ど
の
照
会

を
し
た
と
こ
ろ
、
古
い
も
の
だ
が
現
物

が
あ
る
の
で
と
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ち
ょ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
は
、
当
地
方

の
ス
ッ
ペ
、
ツ
マ
カ
ケ
に
似
て
い
る
が

違
う
も
の
で
あ
る
。
日
清
・
日
露
戦
争

の
兵
士
た
ち
が
、
こ
れ
を
実
際
に
履
い

て
戦
っ
た
こ
と
を
戦
争
写
真
集
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　露障剛
姻
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衛
生
組
合
長
十
五
年

　
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
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「
出
し
た
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
。
地
元
の
方
や
後
か
ら
来
る
人
に

迷
惑
を
か
け
ま
す
。
　
『
虫
や
鳥
た
ち
が

素
足
で
い
る
気
持
ち
が
わ
か
る
か
ね
』

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
覚
え
て
い
ま

す
か
」
と
、
北
越
北
線
の
開
業
に
向
け

地
域
開
発
が
進
む
大
池
・
菅
沼
周
辺
の

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
十
五
年
。

　
立
正
佼
成
会
練
成
道
場
に
勤
務
す
る

か
た
わ
ら
、
大
池
内
水
面
漁
業
組
合
の

役
員
、
嘱
託
員
、
国
民
年
金
委
員
、
納

税
組
合
長
な
ど
で
持
ち
前
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
「
部
落
を
巡
回
中
、
ま
ち
か
ら
ゴ
ミ

　　鴻　繁’騨　o辮，畑・鮮亭嚢桑凌藏馨撃…聖年…撒；

を
捨
て
に
来
た
人
が
い
ま
し
た
が
、
憤

を
訴
え
る
深
い
年
輪
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

意
す
る
勇
気
が
大
切
で
す
」
と
長
い
間
、

ま
す
。
趣
味
は
読
書
。
奥
さ
ん
の
初
枝

さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
。
　
　
　
　
　
　
　
撚

慨
し
ま
し
た
ね
」
と
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ
、
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動
』
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
・
ゴ
　
囎

ミ
を
捨
て
る
人
が
い
れ
ば
ビ
シ
ビ
シ
注
…
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衛
生
組
合
長
を
務
め
た
言
葉
は
力
強
い
。
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「
こ
れ
か
ら
野
山
に
入
る
機
会
が
多
燃
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な
り
ま
す
が
、
み
ん
な
協
力
し
合
っ
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て
き
れ
い
な
ま
ち
に
」
と
抱
負
を
語
り
．
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「
自
分
で
参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら

で
な
け
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
や
ま
ち
づ
く

り
は
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
月
の
連
休
、
広
報
紙
の
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
ま
　
ま

換
を
し
て
い
る
群
馬
県
大
間
々
町
に
で

　
　
お
だ
い
ら
し
ょ
う
に
ゅ
う
ど
う

き
た
小
平
鍾
乳
洞
に
出
か
け
ま
し
た
。

朝
九
時
ご
ろ
に
着
い
た
の
に
、
駐
車
場

は
す
で
に
満
車
。
地
元
の
人
た
ち
が
そ

ろ
い
の
半
天
を
着
て
駐
車
場
係
や
入
場

券
売
り
、
売
店
の
店
員
、
ト
イ
レ
の
掃

除
な
ど
、
き
び
き
び
楽
し
そ
う
に
動
い

て
い
ま
し
た
。
今
月
の
特
集
・
O
L
コ

ー
ス
の
取
材
で
も
、
ポ
ス
ト
設
置
作
業

の
楽
し
そ
う
な
姿
を
見
た
り
、
ま
た
指

導
員
の
資
格
を
取
っ
て
趣
味
を
一
つ
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
し
た
人
た
ち
も
知
り
ま
し
た
。
参
加
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
み
は
大
切
な
ん
で
す
ね
。
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．●話題やご意見……
．何でもお寄せください
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齢赫妙自然
⑭ノ〉レジオン

　数多くの春の野草の中で、スミ

レやカタクリと対象的なのが、ハ

ルジオンです。庭の隅や荒地、手

入れの悪い畑、日当たりのよい道

ばたなど、どこにでも見られる北

アメリカ原産の帰化植物です。

　5～6月ごろ、茎の上端あた1）

にかすかにピンクがかった花をつ

けます。

　同じ仲問で、初夏から秋まで咲

くヒメジョオンと混同されやすい

花ですが、ハルジオンは茎が中空

でつぼみが下向きにうなだれてい

るので区別できます。

市の花山つっじ

ユ2




